


　JCMU には、日本語を勉強しているアメリカ人留学生ばかりでなく、英語
プログラムで英語を勉強している仲間もまた大勢います。その中から、今回
は、英語プログラム修了後アメリカに留学する 2 人の受講生の方からのメッセ
ージとインタビューをご紹介します。

　私は、今年の秋からUniversity of Missouri Columbiaの大学院に留学を
することになりました。ミシガン日本センターには、昨年の1月から7月までお
世話になり、その約半年間の生活は、私の人生を大きく変える貴重な時間と
なりました。
　ミシガン日本センターには素晴らしい寮施設が完備してあります。私を含め
た多くの日本人学生が、アメリカ各州から来日している留学生と同じ寮、部屋
に住み、共同生活をしながら語学を勉強しました。お互いの国の伝統料理を
作ったり、勉強を教えあったりして、休日は一緒に史跡を巡ったり、買い物
をしたり、本当に楽しい毎日でした。ミシガン日本センターの素晴らしさは一
言では表せないのですが、一番のすばらしさは出会いだと思います。国籍もバックグラウンドも違う人 と々生活し、語
り合い、文化の違いや価値観の違いを知り、それを理解しあって友情を深めることができる。それは、世界に友達を
持つことであり、視野を世界に向ける機会となります。事実、私自身、留学を志したのは、ミシガン日本センターでの
多くの出会いがきっかけです。みなさんにとっても、ルームメイトをはじめ、夢を持つたくさんの仲間との出会いは、自
らの人生を変えるきっかけとなるはずです。
　英語の授業も大変充実していました。講師はふたりで、どちらもネイティブです。授業では、読む、聞く、話す、
書くという英語の総合力を高めるため、曜日によって異なる授業が用意されています。授業で扱う内容はどれも日常の
場面を反映しているものが多く、実際のアメリカ人との寮生活ではもちろん、旅行時など海外に行かれたときにも大変
役立つと思います。また、授業には様々なゲームが用意されていたり、海外留学生が参加したりすることもあるので、
他の受講生とコミュニケーションをとりながら、学んできたことを楽しく復習できます。
　学長をはじめ、スタッフの方々が親切でいきいきされているのも、楽しく毎日を過ごせる理由です。授業のことや寮
生活などに真剣に、そして親身に対応してくださいますし、毎日笑顔で挨拶をしてくださるので、明るい気持ちで過ごせ
ます。私は大学院への出願に推薦状が必要だったのですが、学長のレーガン先生は、お忙しいにも関わらず、学校を
すでに卒業した私に快く推薦状を書いてくださいました。
　ミシガン日本センターの生活を通して、私には貴重な財産ができました。それは、たくさんの仲間たちです。彼らと
の友情は今でも変わりなく、私の留学実現を励ましてくれましたし、今でも助け続けてくれています。いつでも遊びに
行ける、遊びにきてくれる仲間が海外にいるなんて、なんだかわくわくしてきませんか。ぜひみなさんも、ミシガン日本
センターで素晴らしい出会い、そして夢を見つけてください！

Q：英語講座を受講するようになったきっかけは？
　彦根在住だったので、以前からJCMUの存在は知っていましたが、なかなか始めるきっかけはありませんでした。科
学系の大学を卒業したあと、陶芸を自分のライフワークにしたいと思い、アルバイトをしながら空いた時間は陶芸工房
に通う生活を数年続けていました。ただ、このような生活は、将来に対する不安が大きく、２０代半ばをすぎた頃から
いろいろな焦りが出てきました。
　そんな時、何か一生役に立つスキルを身につけたいと思い始めました。せっかくやるのであれば、楽しいほうがいい、
何か自分の好きなことがいいな…と思い、学生時代から興味のあった英語を勉強してみることにしました。

～英語プログラム～～英語プログラム～

ＪＣＭＵでの出会いをきっかけに 勝部康晴さん

Q：英語講座を受講しはじめて、どのような変化がありましたか？
　まず、英語の勉強方法がわかりました。JCMUで受講を始める前は、TOEICの参考書や問題集を買って、自分で
勉強しようと試みたことが何度もありました。ですが、いつも途中で挫折していたように思えます。
　私と同じように「英語に興味があるけれども、どのように（何を使って）勉強すればいいかわからない」と思っている
方も多いと思います。私にとって、はじめの一歩としてのこの発見は大きかったと思います。
　勉強方法が定まれば、あとはそれに従って、JCMUの宿題や教材の予習・復習を重ねました。復習は、思ったより
もはるかに効果が大きかったように感じます。

Q：英語を使う仕事とは、どのように出会いましたか？
　勉強時間が増えるに従って、TOEICのスコアも徐々にあがり始めました。目に見える形で結果を確認することで、少
しずつ自信がつき始めました。
　自分がこのように能力を伸ばせると思っていなかったので、びっくりすると同時に「可能性」について考えるようになり
ました。もしかすると、無理だと思い込んでいること（英語を使う仕事や好きな陶芸）であっても、継続することで可能
になるのかもしれない、と思い始めました。
　夜間コースを２年ほど受講した頃、思い切って英語を使う仕事に応募してみました。

Q：職場ではどのような場面で英語を使いますか？
　英語を使った仕事は、主には海外の技術者が日本で生活
してゆくためのサポートでした。急病対応やビザの手配、
処遇に関する打ち合わせなど、世界中の関連会社から来日
した外国人技術者と接する機会がありました。主な共通言
語は英語でした。仕事を始めたばかりの頃は、言いたいこ
とが英語で伝えられず、悔しい思いをすることが多々ありま
したが、常に英語と触れ合う環境に身を置くことで、
JCMUでの学習が一層効果的であったと思います。
　外国人の中には、日本語はほとんどわからないし英語も
得意ではない方もありました。そんな場合には、英語で英
語をわかりやすく説明することが多いのですが、ボイス先生
の話し方や説明の仕方をまねてみることも多かったです。
　また、クラスで学んだ表現を実際に使ったりクラスで取り
上げられた話題について外国人たちと話すこともありました。

Q：JCMUのクラスについて
　すばらしい先生方や、クラスの仲間との交流は、とても実りのあるものでした。
　世代や職場の違う方 と々接する機会を持つことができて、互いの意見を交換す
ることができました。他の会社や学校、地域でのことなど、知らなかった分野の
話を聞くことができて、英語以外の面でも、自分自身の視野を広げるいい機会に
なったと思います。
　また、授業を受ける時間は、頭の中をリフレッシュさせるいい機会にもなって
いました。仕事のストレスなども、授業に集中することでいつしか忘れてしまい、
授業が終わった時にはさっぱりとした気持ちに切り替わっていました！

Q：最後に一言
　「英語を使った仕事を得る」という一つ目の夢を実現させたあと、次の夢「いつかは海外で暮らしてみたい」をかなえ
ることも、できるのではないか、と思いはじめました。また、私のライフワークである陶芸も同時に学べる方法として、
留学を決意しました。秋からはUTSAに編入し、Fine Artsを勉強する予定です。将来どのような道が待っているの
か想像がつきませんが、JCMUをきっかけとして道が開けていったことを忘れずに、留学生活を精一杯楽しみたいです。
JCMUでの時間を抜きにして、私のこれからのチャレンジは考えられなかったと思います、先生方やクラスの仲間たち、
そして事務所の皆さんどうもありがとうございました、またどこかで会えることを楽しみにしています。

私のチャレンジ　～転職そして留学へ～ 辻　宏美さん
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　７月２９日に井伊直弼と開国１５０年祭のオープニングセレモニー
がありました。NHK大河ドラマ「篤姫」でも中村梅雀が井伊直弼を
好演していました。「ひこにゃん」も大人気で、昨年から全国的に
彦根が注目されています。
　ところで、ミシガン大学に世界的に有名な水泳選手がいるのを
ご存じですか。メリーランド州出身で、身長１９０ｃｍ余り、体重９０
ｋｇ弱、目の色はブラウン。今度のオリンピックでどれだけ活躍し
ているか。２００８年７月現在で世界記録を４つ保持する男。
　正解はマイケル・フェルプスです。このニュースレターが出るこ
ろには北京オリンピックの結果も出ていますが、さらに今後の活躍
が期待されるところです。

2008年　行事予定

土 公開講座「アメリカから見た井伊直弼」／
土 公開講座「アメリカと日本のマイノリティ」／

水 秋季英語プログラム開講／
金 ハロウィーンパーティー／

土 公開講座「えいご落語会～おふく寄席～」／
火 オープンキャンパス／

土 日本語プログラム修了式／
月 英語プログラム（冬季）開講／

《冬季英語プログラムご案内》
彦根コース

大津コース
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